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ス後電位（excitatory postsynaptic potential: EPSP）
に対する 5-HT の作用について検討した。その結






























で、5-HT による LPP の抑制作用に A1 受容体を
介した経路が関与するか検討を行った。その結果、














生体内において、細胞外の 5-HT 濃度上昇は 
5-HT 作動性神経線維の分布に依存して局所的
に生じていると考えられる。そこで、局所的な 




FFA の添加はLPP 由来EPSP の振幅を顕著に抑制
することが明らかになった。この作用は MPP 由







このことから、FFA 添加によっては 5-HT1A 受容
体の活性化がほとんど生じていないと考えられ
た。以上の結果より、内因性の 5-HT は5-HT1A 受
容体よりもむしろ 5-HT2 受容体を優先的に活性化
することが示唆された。
さらに、歯状回の顆粒細胞に与える FFA の抑
制作用について、海馬の背側、腹側それぞれに
おいて解析を行ったところ、FFA による抑制作
用は腹側海馬においてのみ認められることが明
らかになった。一方で、5-HT を添加した際には、
両側間における作用に差異はなかったことから、
5-HT に対する反応性は背側と腹側で違いはない
ことが示唆された。すなわち、FFA による抑制作
用が両側間で異なったことについては、5-HT 作
動性神経線維の分布が異なることがその要因であ
ると考えられる。
本研究の結果は、5-HT による歯状回顆粒細胞
の興奮性調節における新たな作用経路を提案する
ものである。今後、顆粒細胞の周囲に存在する抑
制性介在ニューロンやグリア細胞が成している 
local な情報伝達経路をより明確にし、それに対
する 5-HT の作用を明らかにしていくことで、海
馬の機能形成における 5-HT の作用を解明するこ
とにつながるものと考えられる。
